
京都市ごみ減の活動

を展開中（2016年秋から）

京都市ごみ減量推進会議は



１ ペットボトル飲料の中で，近年緑茶飲料とミネラル

ウォーターの消費が大きく伸びている。

（ペットボトル緑茶しか知らない人の増加）

２ 京都という土地柄を考慮して，様々な立場の個人や

主体からの協力が期待できる。

（地場産業、文化に関わる団体等との協働）

３ 身近な代替手段であり，より上質な暮らしや，支出

抑制の提案ともつなげやすい。

茶葉から淹れる「緑茶」を取り上げる理由

お茶は切り口・入口（手段）
お茶の利用を増やすことが目的ではない。



データ出典 ⼀般社団法⼈プラスチック循環利⽤協会プラスチックリサイクルの基礎知識2020
2019プラスチック製品の⽣産・廃棄・再資源化・処理処分の状況マテリアルフロー図より
http://www.pwmi.or.jp/data.php?p=panf 2021年1⽉18⽇確認 作図 堀 孝弘

年間プラごみ発⽣量が
８５０万トン

うち、容器包装
（コンテナを含む）は
３９７万トン

「たかが、ペット
ボトル」ではない。



どんなことをしているか？

リーフ茶の普及で，ペットボトルを減らそう！

最新情報を伝える連続講座の開催
■今、何が起きているのか、次に何が必要か、より深く知りたい⼈に。
■⾏政の発信情報の⼀歩半先を。⾏政が「次」に進むみやすいように。
特設WEBサイトの作成と公開
■多様な⼈から応援メッセージをいただき公開
■リーフ茶愛好宣⾔の募集と掲⽰
■ペットボトルリサイクルをめぐる問題などを掲載
２Ｒ茶会の開催 よりよい選択を体験してもらう。
■⼈を集めるのではなく、⼈のいるところへ。１年半で1,300⼈が参加
■「環境」と違う分野の⼈たちや団体との連携
リーフ茶⼤学講義の実施
■２０１７年度以降，京都市内５⼤学で実施 700〜900⼈が参加
■「ペットボトル飲料をよく利⽤する」と答えた学⽣が、４割から
１割以下に



深刻な海ごみ問題，脱使い捨てプラに向かう世界の動き，そして中国の廃
プラ禁輸。プラスチックの⼤量消費がもたらす問題や，⼤量リサイクルの
限界が⾒えてきました。海外（主に中国）への「輸出」に頼ってきた⽇本
のペットボトルリサイクルはどこに向かえばよいのか。私たちの消費のあ
り⽅から考えます！

第２回：１０⽉２７⽇（⼟）１３時３０分から１７時 Patagonia京都店（下京区四条通富⼩路東）
第３回：１１⽉１０⽇（⼟）１３時３０分から１７時 吉川商店（伏⾒区下⿃⽻・バス送迎あり。）
第４回：１２⽉ ２⽇（⽇）１３時３０分から１７時 Patagonia京都店（下京区四条通富⼩路東）
第５回： ２⽉ ３⽇（⽇）１３時３０分から１６時３０分 mumokuteki３階ホール（中京区寺町通）

2018年度の講座



2019年度は、映画上映とあわせて学習会をしました。

２回の上映で計１１０名来場していただきました（パタゴニア京都店にて）。



特設WEBサイトの作成と公開

2016年11⽉開設しました。
http://kyoto-leaftea.net/

⽂化だ
⾼⽉紘（ハイムーン）⽒
和束町町⻑ 堀忠雄⽒
京都府⽴⼤学宗⽥好好副学⻑
京都産業⼤学 宮永健太郎⽒
カッコいい
福知⼭公⽴⼤学⾕⼝知弘教授
美と健康の源だ
京都⼤学 浅利美鈴准教授

ECOだ
京都府⽴⼤学 ⼭川肇教授
⼤阪商業⼤学原⽥禎夫准教授
NPO環境市⺠ 杉本育⽣⽒
未来だ
⽔DOキャンペーン瀬⼝亮⼦⽒
など

多様な⽅々の応援メッセージ
をいただいています。



２Ｒ茶会の開催
人を集めるのではなく、人のいる所に出向く

京都市内の有名な観光地 ⼈が集まる⾏事に出向く
2016年度
12⽉ 4⽇下京区梅⼩路公園
12⽉11⽇右京区常寂光寺
3⽉25⽇東⼭区東福寺

参加者計約１,３００⼈

2017年度
5⽉ 1⽇南区 ⿃⽻⽔資源保全センター
5⽉ 6⽇東⼭区蹴上浄⽔場
7⽉25⽇中京区祇園祭エコ屋台村
2018年度
4⽉30⽇南区 ⿃⽻⽔資源保全センター
5⽉ 5⽇東⼭区蹴上浄⽔場
7⽉22⽇中京区祇園祭エコ屋台村
2019年度
4⽉27⽇南区 ⿃⽻⽔資源保全センター
5⽉ 3⽇東⼭区蹴上浄⽔場
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他団体事業とのコラボ

京都府の事業を京都市ごみ減の会員団体に案内し，
応募団体の開催費⽤をごみ減が補助。



京都市内大学への出張講義
2019年度はおもに京都市内の⼤学、
7校 9クラスに出向、844名が受講

ただし、2020年度
以降、コロナ禍の
ため、散発的に
実施できたのみ。

おもに



0% 20% 40% 60% 80% 100%

散乱対策・リサイ
クル費⽤の内部化

中学校・⾼校での
環境教育

今後のPET

飲料の利⽤

ふだんのPET

飲料の利⽤

男⼥⽐

何回⽣ですか

リーフ茶⼤学講義 2019年度⼤学アンケートまとめ（７⼤学
９クラス）

8.4% 少し減らす⼯夫をしようと思う 76.8%

１回⽣21.5%

よく利⽤ 46.3%
※よく利⽤＝500ml１⽇１本以上、時々利⽤＝500ml数⽇に１本

学び、調べたが
⼩学校と同程度分別・リサイクルの先を学んだこと

はない

0円
14.4% 5円 34.4%
10円 37.3%

55.4%

※放置ごみ清掃やリサイクル費⽤の利⽤者負担とする場合の価格上昇、500ml１本あたり

男性 48.2% ⼥性 51.8%

アンケート回収数 844枚

ほとんど利⽤しない

ほとんど利⽤しない今後もよく利⽤

15円 20円以
上
3.6%
10.4%

4回⽣以上
9.8%2回⽣ 44.1% 3回⽣24.6%

未回答7

未回答2

未回答6

未回答12

未回答2

未回答7

14.8%

12.3%時々利⽤ 41.4%

24.5%20.1%

学び、調べ、
発⾒があった等

京都光華⼥⼦⼤学、同志社⼤学、⽴命館⼤学、⼤阪商業⼤学、京都外国語⼤学、⿓⾕⼤学、京都府⽴⼤学、計７校９クラス
での講義（2019.5.9〜2019.12.18）から。アンケート提出数８４４枚（未回答２） 京都市ごみ減量推進会議事務局調べ

京都市内大学への出張講義
おもに



こんなステッカーを貼って、
または、知⼈にプレゼントし
て意思表⽰しよう！

水筒、パソコンの背面、ノート、

クリアファイル、自動車のリア

ウィンドウ、玄関ドア、その他ど

こでも（耐水性あり）。

京都市ごみ減量推進会議 事務局
Tel 075-647-3444 Fax 075-641-2971
gomigen@kyoto-gomigen.jp
〒612-0031
京都市伏⾒区深草池ノ内町13
京エコロジーセンター活動⽀援室内
ごみ減ウェブサイト <http://kyoto-gomigen.jp/>



ごみ減量以外も含めた，様々な団体との協働
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茶産地・茶業関係者との協働
茶産地訪問（和束町では町⻑の講演）
宇治市，静岡市とのイベント共催
京都府との講座開催（宇治茶ムリエ）
⽇本茶インストラクターとの協働
茶⽂化とつながりの深い寺院との協⼒

⽔道事業者との協働
浄⽔場等の⼀般公開でイベント開催

海ごみ，川ごみ，脱プラに取り
組む団体や研究者との協働
関⻄広域連合の研究会参加
海ごみ、脱プラをテーマにした講座
アウトドア⽤品メーカーとの共催

他の活動団体との協働
祇園祭ごみゼロ⼤作戦と
の協働（2018）

⼤学との協働
ゲスト講師として出講
教員等向けイベント開催

京都市ごみ減
リーフ茶の普及で，
ペットボトルを減らそう
キャンペーン



次回も
お会いしましょう

京都市ごみ減量推進会議事務局
〒612-0031
京都市伏⾒区深草池ノ内町13
京エコロジーセンター内
（公財）京都市環境保全活動推進協会
ごみ減量課
TEL:075-647-3444 FAX:075-641-2971



ご清聴ありがとうございました。

話し手 堀 孝弘

京都市ごみ減量推進会議 事務局
（公益財団法人京都市環境保全活動推進協会）

Tel 075-647-3444 Fax 075-641-2971
〒612-0031
京都市伏見区深草池ノ内13 京エコロジーセンター活動支援室内

ごみ減ウェブサイト http://kyoto-gomigen.jp/
２Ｒエコタウン実現プロジェクト
https://2r-ecotown.kyoto-gomigen.jp

連絡先 hori@kyoto-gomigen.jp
堀個人ブログ 【環境活動・環境教育・役立情報】
～見落としがちな，あんなこと，こんなこと～

http://horitakahiro.sakura.ne.jp/

http://kyoto-gomigen.jp/
https://2r-ecotown.kyoto-gomigen.jp/
mailto:hori@kyoto-gomigen.jp
http://horitakahiro.sakura.ne.jp/

